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人口と世帯
( 4月1日現在)

人 囗5. 579 人
男2. 605 人
女2. 974人

世幣数1, 433帯

昭和49年4 月1 日

自動車税の納期がかわります 従
来
4
月
、
扣

月
の
2
回
に
分
け

て
納
め
ら

れ
て
い
た

自
動
車
税

(
県
税
)

の
納
則
が

昭
和
4
9
年
度
か
ら
は
、

年
一
回
、
5
月
納
付
に

な
り
ま
す
。

年
度
中
途
に
納
税
義

務
が
発
生
し
た
と
き
は

登
録
申
請
の
と
き
に
、

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
県
税
小
務
所
又
は

役
場
税
務
係
に
お
尋
ね
下
さ
い

▲
納
税
は
期
限
内
に

お
忘
れ
な
く

軽
自
動
車
税
の
納
期
が
4
月

末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

尚
2
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
と
お
り
固
定
資
産
税
第
1

期
分
の
納
期
は
1
ヶ
月
延
期
さ

れ
5
月
に
な
り
ま
す
。

○
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧

昭
和
4
9
年
度
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
い

た
し
ま
す
。

期
間
4
月
1
0
日
か
ら

4
月
3
0
日
ま
で

場
所

役
場
税
務
係 3月25日

電気記念日

わ
が
国
で
電
燈
が
と
も
さ
れ

て
今
年
は
9
6
年
に
な
り
ま
す
。

文
明
の
利
器
の
電
気
も
昨
夏

の
水
不
足
に
つ
い
で
石
油
不
足

と
、
い
ま
や
深
刻
な
事
態
に
な

っ
て
い
ま
す
。

”
手
ぢ
か
な
一
灯
、
手
ま
め
に

消
灯
力
で
節
電
に
ご
協
力
を
、

新
年
度
予
算
決
る

一
般
会
計
四
億
七
千
二
百
万
円

異
常
な
物
価
上
昇
と
石
油
危

機
克
服
の
た
め
「
総
力
を
あ
げ

て
総
需
用
を
抑
制
す
る
」
と
し

た
、
昭
和
4
9
年
度
政
府
予
算
編

成
方
針
と
国
税
大
幅
減
税
の
情

勢
は
、
地
方
財
政
に
と
っ
て
先

き
行
き
き
わ
め
て
不
安
定
で
、

厳
し
い
事
態
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
特
に
、
数
々
の
大
事
業
を

か
か
え
た
本
村
と
し
て
、
昭
和

4
9
年
度
は
試
練
の
時
期
に
直
面

し
た
と
言
え
ま
す
。

昨
年
来
の
鉄
鋼
、
セ
メ
ン
ト

木
材
、
石
油
製
品
等
の
基
礎
資

材
の
不
足
と
諸
物
価
の
高
騰
は

御
承
知
の
通
り
で
、
本
予
算
の

策
定
に
あ
た
り
、
投
資
的
事
業

の
縮
小
と
物
件
費
の
節
約
以
外

の
方
法
は
な
い
と
し
て
、
物
件

費
特
に
、
需
用
費
に
つ
い
て
は

値
上
り
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
節

約
等
に
依
り
前
年
度
予
算
の
範

囲
内
に
止
め
る
こ
と
を
前
提
と

致
し
ま
し
た
。

以
上
の
情
勢
よ
り
、
本
年
度

予
算
は
政
府
の
協
力
要
請
も
あ

り
、
緊
縮
型
予
算
と
相
な
っ
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
費
目
毎
の
概
略
を
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
。

総
務
費

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
一
台
購
入
二

〇
〇
万
円
、

時
代
の
要
求
に
こ
た
え
る
と

も
に
視
野
を
広
く
求
め
、
刻
々

移
り
変
る
経
済
状
勢
を
先
き
取

り
致
し
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
、
昭
和
4
6
年

度
よ
り
年
次
計
画
に
よ
り
実
施

し
て
お
り
ま
す
が
、
私
年
は
反

射
鏡
5
本
、
村
道
の
特
に
見
通

し
の
悪
い
ケ
所
に
設
置
致
し
ま

す
。民

生

費

青
少
年
育
成
対
策
費
5
万
円

青
少
年
対
策
協
議
会
を
設
置
、

青
少
年
の
不
良
化
を
防
止
し
、

健
全
育
成
を
強
力
に
推
進
致
し

ま
す
。

老
人
医
療
費
千
七
百
六
抬
九

万
円
、
7
0
才
以
上
の
老
人
と
6
5

才
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
に
対

す
る
医
療
費
全
額
無
料
の
制
度

で
す
。
老
人
一
人
当
り
三
万
五

十
円
の
支
出
と
な
り
ま
す
。

ひ
と
り
暮
し
老
人
愛
の
ベ
ル

設
置
費
6
万
円
、
ひ
と
り
暮
し

の
老
人
家
庭
に
つ
い
て
隣
家
へ

連
絡
用
の
ベ
ル
5
件
設
置
、
こ

れ
も
昭
和
4
7
年
度
よ
り
年
次
計

画
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

福
祉
医
療
費
三
拾
六
万
円
、

年
間
所
偲
四
拾
三
万
円
以
下
の

豕
庭
で
、
一
、
二
級
身
体
障
害

者
と
同
一
世
帯
の
所
得
税
四
千

八
百
円
以
下
の
家
庭
で
、
一
才

禾
満
の
乳
児
に
対
し
て
は
、
夫

々
医
療
費
は
無
料
と
な
り
ま
す

児
童
手
当
四
百
二
拾
万
円
、

3
人
目
の
子
供
か
ら
、
毎
月
三

千
円
支
給
し
て
お
り
ま
す
が
、

本
年
1
0
月
よ
り
4
千
円
に
増
額

致
し
ま
す
。

母
子
栄
養
強
化
対
策
費
四
拾

五
万
円
、
村
民
税
均
等
割
以
下

の
家
庭
に
つ
い
て
は
産
前
6
ヶ

月
、
産
後
3
ヶ
月
、
乳
児
9
ヶ

月
間
、
牛
乳
代
と
し
て
毎
日
3
5

円
支
給
致
し
ま
す
。

そ
の
他
の
妊
婦
に
つ
い
て
は

産
前
6
ヶ
月
間
の
み
支
給
致
し

ま
す
。

特
別
会
計
繰
出
金
三
千
四
百

八
拾
万
円
、
こ
れ
は
、
黄
波
戸

地
区
の
水
道
水
源
対
策
並
拡
張

事
業
の
一
部
と
し
て
、
水
道
会

計
に
操
出
す
も
の
で
す
。

大
津
豊
浦
珮
境
浄
化
組
合
(

屎
尿
処
理
)
負
担
金
二
百
二
抬

八
万
円
、
長
門
地
区
広
域
ご
み

処
理
維
費
負
担
金
六
百
八
拾
三

万
円
。農

林
水
産
業
費

水
稲
種
子
更
新
補
助
妬
万
円

多
収
穫
で
品
質
よ
く
、
し
か
も

美
味
し
い
日
置
米
を
作
る
た
め

長
期
に
恒
り
種
子
代
の
2
6
を

村
、
農
協
で
補
助
し
て
お
り
ま

す
。県

営
圃
場
整
備
事
業
補
助
金

九
百
九
拾
万
円
、
圃
場
整
備
事

業
は
、
受
益
者
負
担
が
二
七
、

五
%
で
す
が
、
そ
の
中
2
0
%
を

村
で
補
助
致
し
ま
す
。

施
設
園
芸
施
設
費
補
助
五
拾

七
万
円
、
本
年
度
、
本
村
に
も

育
苗
セ
ン
タ
ー
が
完
成
致
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
を
、
強
力
に
引

き
受
け
る
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
栽

培
者
(
3

反
)
に
対
し
、
施
設

経
費
の
補
助
を
致
し
ま
す
。

第
二
次
構
造
改
善
事
業
補
助

金
三
百
九
拾
四
万
円
、
ト
ラ
ッ

ク
タ
ー
二
台
購
入
補
助
、
国
庫

補
助
、
村
費
補
助
に
よ
り
価
格

の
4
0
%
支
出
で
購
入
出
来
ま
す

農
機
具
格
納
庫
建
設
補
助
、

国
庫
補
助
、
村
費
補
助
に
よ
り

建
設
費
の
3
0
%
支
出
で
建
設
さ

れ
ま
す
。

田
植
機
2
台
購
入
、
補
助
2
0

%
、
い
ず
れ
も
初
年
度
よ
り
実

施
し
、
4
ヶ
年
計
画
で
完
成
さ

れ
ま
す
。

畜
産
振
興
対
策
補
助
9
万
円

和
牛
、
仔
牛
生
産
奨
励
補
助
と

し
て「
一
頭
当
り
三
千
円
支
給
。

緊
急
生
産
牛
導
入
補
助
が
万

円
、
昨
年
に
引
き
続
き
一
頭
当

り
5
千
円
、
3
5
頭
分
補
助
。

広
域
営
農
団
地
農
道
整
備
事

業
建
設
負
担
金
5
0
万
円
、
堀
田

～
国
常
間
の
道
路
舗
装
経
費
の

負
担
金
で
、
4
9
年
度
に
完
成
致

し
ま
す
。

農
道
新
設
改
良
並
老
朽
溜
池

改
修
工
事
補
助
千
円
、
従
来
、

農
道
新
設
改
限
に
つ
い
て
は
、

2
0
％
の
補
助
を
し
て
お
り
よ
す

が
、
老
朽
溜
池
に
つ
い
て
も
補

助
を
致
し
ま
す
の
で
希
望
者
は

前
以
っ
て
担
当
課
に
御
相
談
下

さ
い
。

森
林
病
害
虫
防
除
費
7
5
万
円

松
く
い
虫
の
除
並
駆
除
経
費

で
、
無
料
で
実
施
出
米
ま
す
。

希
望
者
は
、
経
済
課
に
御
相
談

下
さ
い
。

並
型
漁
礁
設
置
事
業
費
百
五

拾
万
円
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ

ッ
ク
を
海
に
投
下
し
て
漁
礁
を

作
る
事
業
で
、
昭
和
4
6
年
度
よ

り
5
ヶ
年
計
画
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。

第
二
次
漁
業
構
造
改
善
事
業

補
助
金
千
円
、
か
く
い
予
算
で

す
が
、
黄
波
戸
魚
市
場
並
冷
蔵

庫
建
設
補
助
金
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

黄
波
戸
漁
港
修
築
事
業
費
五

千
二
百
五
拾
三
万
円
、
総
事
業

費
四
億
二
千
二
百
万
円
を
も
っ

て
昭
和
心
年
度
よ
り
着
手
し
、

昭
和
5
2年
度
完
成
予
定
で
す
。

商
工
費

二
位
の
浜
護
岸
改
修
工
事
費

百
二
拾
万
円
、

二
位
の
浜
炊
飯
施
設
工
事
費

6
万
円
(
一
ヶ
所
五
基
据
付
)

土
木
費

村
道
改
良
並
舗
装
工
事
費
二

千
九
百
万
円
、
内
訳
は
、
黄
波

戸
口
茅
刈
経
由
黄
波
戸
線
、
古

市
新
市
線
、
北
山
線
、
黄
波
戸

口
上
城
線
、
大
内
山
上
旧
道
外

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

消
防
費

長
門
地
区
広
域
消
防
経
費
負

担
金
千
百
七
拾
五
万
円
、

防
火
水
槽
4
0
㎡
2
基
新
設
経

費
二
百
九
拾
万
円
、

防
火
水
槽
2
0
㎡
1
基
新
設
経

費
8
8
万
円
、

教
育
費

小
学
校
教
科
書
全
面
改
訂
に

よ
る
経
費
二
百
二
万
円
、

日
置
小
学
校
講
堂
改
修
工
事

等
経
費
外
8
7
万
円
、
同
じ
く
講

堂
備
付
椅
子
外
5
2万
円
、

神
田
小
学
校
理
科
室
暗
幕
取

付
外
2
8
万
円
、
同
じ
く
フ
ァ
ッ

ク
ス
購
入
外
5
8
万
円
、

日
置
中
学
校
二
回
校
舎
屋
根

修
理
外
6
0
万
円
、
同
じ
く
電
気

計
算
器
購
入
外
5
万
円
、

国
民
健
康
保
険
事

業
会
計

療
養
給
付
費
一
億
二
千
三
百

五
拾
四
万
円
、
医
療
費
の
7
0
%

分
で
前
年
対
比
1
4
%
の
大
巾
増

加
と
な
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
七
百
拾
三
万
円

1
ヶ
月
分
の
佃
人
が
、
医
者
に

支
払
う
金
額
が
い
く
ら
か
ゝ
っ

て
も
3
万
円
で
済
む
制
度
で
す

助
産
給
付
費
6
0
万
円
、
従
来

出
産
1
回
に
つ
き
1
万
円
の
支

給
を
2
万
円
に
増
額
致
し
ま
し

た
。保

健
婦
設
置
費
二
百
二
拾
二

万
円
、
県
よ
り
保
健
婦
1
名
派

遣
さ
れ
る
経
費
で
す
。

財
源
と
し
て
、
昨
年
通
り
一

般
会
計
よ
り
繰
出
金
五
百
万
円

支
出
、
保
険
税
四
千
百
六
拾
三

万
円
、
療
養
給
付
費
の
大
幅
増

加
、
高
額
療
養
費
の
支
給
等
よ

り
一
三
七
%
の
引
き
上
げ
と
な

り
ま
す
。
税
率
に
つ
い
て
は
、

均
等
割
二
人
当
り
)
5
千
円
、

平
等
割
(
一
世
帯
当
り
)
六
千

五
百
円
、
所
得
割
千
分
の
三
十

四
、
資
産
割
百
分
の
四
十
一
と

夫
々
改
正
致
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

黄
波
戸
簡
易
水
道
拡
張
事
業

費
九
千
七
百
六
拾
三
万
円
、
事

業
の
主
な
内
容
は
、
末
石
砂
防

ダ
ム
を
川
水
ダ
ム
と
す
る
水
源

施
設
、
浄
水
施
設
、
配
水
施
設
、

宅
地
造
成
地
域
内
の
幹
線
工
事

交
通
災
害
共
済
事
業

加
入
見
込
数
三
千
人
、
会
費

は
、
年
問
五
百
円
で
、
昨
年
よ

り
見
舞
金
も
増
額
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
是
非
、
村
民
全
員
の
加

入
を
お
す
ゝ
め
し
ま
す
。

宅
地
造
成
事
業

工
事
完
成
予
定
、
昭
和
4
9
年

3
月
末
、

一
区
画
売
却
予
定
面
積
、
6
8

坪
、売

却
予
定
区
画
、
百
二
十
五

区
画
。

昭和49年度一般会計歳入歳出予算

歳 入

'歳 入 総 額 へ

472, 85千円

地方交付税

199, 000
L

その他6. 763

分担金及負担企9, 572自動車所得税交付金7, 000

諸収入
26, 137

繰越金
24, 574

村 偵

37. 000

県支出金29. 262

国 庫 支 出 金
82, 402

村 税
51. 142

歳 出

歳 出 総 額

千円472, 852
円

農林水産業費
93, 149

土木費
50. 265

災害復旧費
33, 074

その他3. 194

議会費12, 604
公偵費20, 671消防費19, 778

教育費41, 644

衛生費
51, 714

民生費
76. 894

交通災害共済事業歳入歳出予算

歳出

千円4, 05
4

交通災害共
済
事業費2, 701

再共済掛 金

1. 350

総務費3

歳 入
千円

4, 054

共済 交付 金

2, 550

繰 越 金

1. 401

総収入繰入金3

共済会費収入100

宅地造成事業歳入歳出予算

歳 出

千円

274,

357

宅地造成
事業費

274, 357

歳 入
千円
27
4,
36
7

宅地造成収 入

274, 357

国民健康保険事業歳入歳出予算

歳 出
千円

140, 602

保険給付費

13, 219

その他　1, 0

02保健施設費　2, 289

総務費5, 092

歳 入
千

円

140,

602

国庫支出金

90. 052

国民健康保険税

41. 978

繰入金5, 000

繰越金3, 354
その他218

簡易水道事業歳入歳出予算

歳 出

千円
101, 339

簡易水道 費

101. 339

歳 入

歳入101, 3

39

簡易水道収 入

101. 339

( 性質別) 単位千円

六
、
七
二
〇

三
、
三
〇
四

二
七
、
四
九
七

三
八
、
八
七
六

三
九
、
八
〇
二

六
一
、
六
九
一

一
二
九
、
〇
〇
五

一
四
七
、
九
五
七

そ

の

他

公

債

費

扶

助

費

補

助

費

繰

出

金

物

件

費

人

件

費

投
資
的
事
業

五
〇
、
〇

〇
〇

総務費69. 865

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。
(
掛
金
一
人
に
つ
き
五
〇
〇
円
)
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春
の
交
通
安
全
健
民
運
動

4
月
6
日
～
1
5
日
ま
で

春
の
交
通
安
全
運
動
が
、
き

た
る
4
月
6
日
か
ら
石
日
ま
で

全
国
一
斉
に
お
こ
な
わ
れ
ま
す

こ
の
た
び
の
運
動
目
標
は
、

歩
行
者
と
自
転
車
利
用
者
の
事

故
を
防
止
す
る
た
め
次
の
こ
と

を
中
心
に
巾
広
く
運
動
を
展
開

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

1
、
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
の
整

備
充
実

2
、
自
転
車
利

用
の
安
全
対

策
の
推
進

3
、
こ
ど
も
と

母
親
に
対
す

る
安
全
教
育

の
推
進

4
、
老
人
に
対

す
る
交
通
安

全
指
導
の
推

進
5
、
運
転
者
等

に
対
す
る
交

通
安
全
指
導

の
徹
底

す
べ
て
の
歩
行

者
、
運
転
者
は
正
し
い
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
交
通
事
故
の
惨

劇
を
お
こ
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

あ
せ
っ
て
る

今
が
あ
な
た

の
赤
信
号

止
ま
り
ま
す

待
ち
ま
す

車
の
き
れ
る
ま
で

療
養
手
帳
制
度
の

実
施
に
つ
い
て

県
で
は
、
精
神
薄
弱
児
(
者
)

の
各
種
福
陂
旆
策
の
か
な
め
と

す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
方
々

に
療
育
手
帳
を
交
付
す
る
制
度

｀
を
1
月
1
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
身
体
障
害
者
に
は

身
体
障
害
者
手
帳
制
度
が
す
で

に
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
手
帳
に
よ
っ
て
知
恵
お
く

れ
の
人
達
へ
の
一
貫
し
た
教
育

や
相
談
、
医
療
の
援
助
が
な
さ

れ
、
あ
わ
せ
て
税
の
減
免
や
各

種
の
援
助
措
置
を
受
け
る
た
め

の
証
明
書
と
な
る
の
で
す
。
交

付
対
象
者
は
、
児
童
相
談
所
ま

た
は
精
神
薄
弱
者
更
生
相
談
所

に
お
い
て
精
神
薄
弱
と
判
定
さ

れ
た
児
童
ま
た
は
成
人
で
す
。

こ
の
制
度
に
つ
い
て
の
く
わ

し
い
こ
と
は
県
福
祉
課
、
又
は

役
場
福
祉
係
で
お
た
ず
ね
下
さ

い
。

はたちになったら 国民年金に
加 入 し ま し ょ う

2
0
歳
に
な
り
ま
す
と
、
そ
の

日
か
ら
成
人
と
し
て
、
多
く
の

権
利
が
与
え
ら
れ
、
義
務
が
課

せ
ら
れ
ま
す
。
国
民
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
も
そ

の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
制
度

は
国
が
統
一
的
に

行
な
う
年
金
制
度

の
一
つ
で
あ
り
、

歳
を
と
っ
た
と
ぎ

障
害
者
に
ぺ
っ
た

と
き
、
一
家
の
働

き
手
が
な
く
な
っ

た
と
き
に
年
金
を

支
給
し
て
、
本
人

や
そ
の
家
族
の
生

活
を
傑
障
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。

わ
が
国
で
は
国

民
は
何
ら
か
の
年

金
制
度
に
加
入
す

る
建
て
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
会

社
や
官
公
庁
に
勤
め
て
年
金
制

度
に
加
入
し
て
い
る
人
及
び
そ

の
配
偶
者
並
び
に
昼
間
部
の
学

生
を
除
い
た
人
た
ち
は
必
ず
国

民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

年
金
は
遠
い
将
米
の
こ
と
だ

か
ら
と
い
っ
て
考
え
よ
う
と
し

な
い
傾
向
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
年
金
時
代
で
す
か

ら
認
識
を
深
め
て
く
だ
さ
い
。

将
来
へ
の
備
え
は
若
い
と
き
か

ら
必
要
で
す
。

2
0
才
に
な
ら
れ
た
方
は
さ
っ

そ
く
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
し

ょ
う
。
手
続
き
は
村
住
民
課
福

祉
係
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。

高額所得者 ベスト10
船長給与 下村氏二位へ

本
年
度
個
人
県
村
民
税
の
基

礎
と
な
る
昭
和
4
8
年
分
所
得
金

額
で
、
二
百
万
円
以
上
の
所
得

者
は
8
8
名
で
前
年
度
よ
り
5
3
名

も
増
え
、
全
搬
的
に
大
巾
な
所

得
の
延
び
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
数
年
来

医
師
が
上
位
を

独
占
し
て
い
た

の
に
比
べ
、
船

長
の
下
村
氏
や

漁
業
の
磯
部
氏

が
2
・
3
位
に

上
昇
し
た
の
を

は
じ
め
、
新
人

で
は
、
建
築
ブ

ー
ム
に
の
っ
た

藤
田
氏
や
、
平

江
・
村
岡
両
氏

の
進
出
等
に
よ

っ
て
、
毎
年
常

連
と
し
て
名
前

を
連
ら
ね
て
い
た
桑
原
良
文
氏

が
1
1
位
に
下
る
な
ど
、
業
種
に

よ
っ
て
、
所
得
の
延
び
に
か
な

り
の
格
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
本

年
度
の
特
徴
だ
と
い
え
よ
う
。

上
位
十
傑
は
次
の
と
お
り
で
す

01987
6

54３2 1順
位

(
新
)

(
9
)

(
新
)

(
新
)

(
3
)

(
4
)

(
5
)

(
6
)

(
7
)

(
1
)

(
前

年
)

古

市

上

城

宮
ノ
馬
場

古

市

畑

下

長

行

古
市
上

黄
波
戸

黄
波
戸

古

市

部
落

村
岡
勇
一

藤
本
正
男

藤
田
忠
義

平
江
キ
ヌ

江
原
隆
治

長
谷
川

済

瀬
川
義
輔

磯
部
初
治

下
村
末
松

椋
木
英
夫

氏

名

三
、
九
五
六

三
、
九
六
七

四
、
三
四
七

五
、
一
五
七

六
、
〇
一
三

六
、
二
四
七

六
、
七
四
四

六
、
九
〇
一

七
、
四
一
八

一
三
、
四
九
一

所

得

金
額

歯
科
医
師

給

与

会
社
役
員

設
計
監
理
士

譲

渡

税

理

士

医

師

会
社
役
員

漁

業

給

与

医

師

種

類

国
保
被
保
険
者
証
の

更
新
は
す
み
ま
し
た
か

本
年
3
月
3
1
日
で
今
ま
で
の

国
保
の
保
険
証
(
ピ
ン
ク
色
)

の
有
効
期
限
が
満
了
と
な
っ
た

た
め
新
し
い
保
険
証
(
黄
色
)

を
部
落
長
さ
ん
を
通
じ
て
交
付

い
た
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
、
更

新
の
す
ん
で
な
い
方
は
至
急
役

場
国
保
衛
生
係
へ
古
い
保
険
証

は
返
え
し
て
新
し
い
保
険
証
を

受
け
と
っ
て
下
さ
い
。

こ
の
保
険
証
は
大
切
な
も
の

で
す
か
ら
大
事
に
保
管
し
お
医

者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
必
ず

お
医
者
さ
ん
の
窓
口
に
出
し
て

診
療
が
す
ん
だ
ら
、
手
元
に
保

管
し
て
下
さ
い
。

知
っ
て
お
き
た
い

=
国
保
と
交
通
事
故
=

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
で
、

ケ
ガ
を
し
た
と
き
、
国
保
は
ど

う
い
う
役
に
立
つ
か
知
っ
て
お

さ
ま
し
ょ
う
。

国
保
で
治
療
が
受
け
ら
れ
る

わ
た
し
た
ち
が
病
気
や
ケ

ガ
を
し
た
と
き
、
治
療
費
が

か
か
り
す
ぎ
て
生
活
が
困
ら

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

大
き
な
目
的
を
も
っ
て
い
る

の
が
医
療
保
険
(
国
保
)
の

制
度
で
す
。
で
す
か
ら
、
た

と
え
交
通
事
故
に
よ
る
ケ
ガ

や
病
気
で
あ
っ
て
も
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

だ
が
治
療
費
は
加
害
者
の
負

担
世
の
中
の
し
き
た
り
は
、

他
人
を
傷
つ
け
た
責
任
は
そ

の
本
人
が
負
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
交
通
事
故
に
よ

る
ヶ
ガ
の
治
療
費
は
あ
く
ま

で
も
加
害
者
が
負
担
す
る
も

の
で
す
。

○
治
療
費
は
加
害
者
か
ら
と
り

た
て
る

で
は
、
な
ぜ
国
保
で
治
療

が
受
け
ら
れ
る
か
と
い
う
と

ケ
ガ
は
「
ま
っ
た
な
し
」
だ

か
ら
で
す
。
加
害
者
か
ら
治

療
費
を
と
り
た
て
て
か
ら
ケ

ガ
の
治
療
を
す
る
と
い
う
ゆ

と
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
に

か
く
治
療
を
受
け
る
こ
と
が

先
決
で
す
。

そ
こ
で
、
保
険
で
も
治
療

を
受
け
ら
れ
る
道
を
開
い
て

あ
る
の
で
す
。
そ
し
て
そ
の

こ
と
は
、
そ
の
治
療
費
を
国

保
が
一
時
た
て
か
え
て
お
く

と
い
う
こ
と
で
す
。

交
通
事
故
に
よ
る
傷
害
の

治
療
代
を
国
保
が
医
療
費
と

し
て
支
払
う
の
で
な
く
、
加

害
者
か
ら
被
害
者
に
賠
償
さ

れ
る
う
ち
の
治
療
代
を
た
て

か
え
て
支
払
い
、
あ
と
で
加

害
者
か
ら
返
し
て
も
ら
う
と

い
う
こ
と
で
す
。

国
保

で

治
療

を
受
け

る

と
き

届
け
を
出
す
こ
と

交
通
事
故
で
保
険
診
療
を

受
け
た
と
き
は
、
必
ず
「
第

三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」

を
出
し
て
下
さ
い
。
こ
の
用

紙
は
役
場
国
保
係
に
あ
り
ま

す
、
こ
の
届
け
は
、
加
害
者

に
保
険
給
付
分
を
返
い
て
も

ら
う
た
め
の
大
切
な
資
料
で

す
。届

け
を
出
す
と
き
警
察
の

事
故
証
明
書
、
お
医
者
さ
ん

の
診
断
轡
、
示
談
が
成
立
し

て
い
る
と
き
は
そ
の
写
を
い

っ
し
ょ
に
出
し
て
く
だ
さ
い

○
示
談
は
す
ぐ
に
結
ば
な
い
こ

と
示
談
を
結
ん
で
治
療
費
を

も
ら
っ
て
し
ま
う
と
保
険
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

先
に
治
旅
費
を
も
ら
っ
て
は
国

保
で
た
て
か
え
た
分
の
請
求
碯

が
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
保

険
の
給
付
が
で
き
な
く
な
る
か

ら
で
す
。

手
数
料
、使
用
料

等
の
料
金
改
正

4
月
1

日

よ
り

手
数

料

・
使

用

料

等

の

条

例

の

改
正

に
よ

り
4

月

丿
日

か

ら

次

の

よ
う

に
新

し

い

料

金

を

頂

く

こ

と

に
な

り

ま

し

た

の

で

お

知

ら

せ

し

て
置

き

ま

す

。

○

証

明
、

閲

覧
等

の

手

数

料

・
印

鑑
・
身

分
・
土

地
・
職

業
・
営

業
・
資
産
・
納
税
等
の
証
明
手
・

数

料一
件
に
つ
き
7
0
円

・
公

簿

・
図

面

の

閲

覧

料

一
件
に
つ
き
7
0
円

・
土

地

台
帳

・

名

寄

帳

の

謄

本

一
件
に
つ
き
7
0
円

○
火
葬
場
使
用
料

大
人
8
0
0
円I

0

小
人
(
1
2
才
未
満
)
5
0
円

(
村

外

の

者

は
5

割

加

算
)

○

公

設

自

転
車

置

場

使

用

料

。

1
通

勤

通

学
用

自

転

車

一
年
に
つ
き
8
0
0
円

1
通
勤

通

学

用

単

車

一
年
に
つ
き
5
0
0
円

'

に

の
ほ

か

、

公

民

舘

、

老

人

の
家
、
村
民
の
家
、
青
年
の
家

婦

人

の
家

等

の

使

用

料

も

そ
れ

ぞ

れ

改
正

さ
れ

ま

し

た

。

春 の 防 犯 運働
4 月1 日~4 月引日まで

ア
キ
ス
の
被
害
が
多
く
な
る

時
期
で
す
。
外
出
に
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
今
一

度か
出
る
と
き
に

戸
締
り
よ
い
か

も
う
一
度
々

ま
た
卒
業
に

進
学
に
、
行
楽

へ
と
少
年
の
非

行
化
へ
は
し
る

時
期
で
も
あ
り

ま
す
。
人
。の
子

わ
が
子
の
区
別

な
く

々
あ
た
た
か
い

あ
な
た
{

心
が

非
行
を

防
ぐ
″

昭
和
4
9年
度
部
落
長
き
ま
る

部 落 氏 名 部 落 氏 名

艮 崎

黄 波 戸
矢ヶ浦

茅 刈
苡波戸口
倔 田

宮ノ馬場
古 市
.ヒ 城
大内山上

人内山下
畑 上

畑 下
国 広
真口
新 市

峠 村 伊佐美
三 輪 武 夫
増 野 秀 吉
上野茂

松 坂 義 雄
松尾俄一

吉 永 達 夫
水 野 羲 友
上 野 康 治

永 尾 修
長瀬勝
藤津進
熊 野 菅 人
岡 崎 要

大 村 機
西 村 孝三郎

農 土 園
小 野 地
狩 宿
一 円
向 田
川 原

中 村

東 坂 本
西 坂 本
炭 床
北 山
野 田 北

野 田 南
長 行
雨 乞

大 石 正

藤 嶋 万L 市
上 田. 正 雄
碵 岡 松 雄
兼 木 一 人
重 村 実 正

西 岡 明

碵 岡 秀 雌
藤 本 保
木 村 亜 一
沖 原 文 夫

金 子 重 昭
西 村 宣 昭
高 木 友 彦

火
災
の
多
発
す
る
季
節
で
す

春
は
空
気
が
異
常
に
乾
燥
し

あ
わ
せ
て
風
の
強
い
。日
が
多
く

な
り
、
火
災
の
最
を
発
生
し
や

す
い
気
象
状
態
が
続
き
ま
す
。

と
く
に
こ
の
時
期
は
、
た
き

火
や
タ
バ
コ
の
不
始
未
な
ど
に

よ
り
枯
草
や
林
野
の
火
災
が
多

く
発
生
し
ま
す

又
こ
れ
か
ら
は

行
楽
あ
る
い
は

農
作
業
な
ど
で

家
を
留
守
に
す

る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
の
で

火
の
取
扱
い
に

十
分
注
意
す
ろ

と
と
も
に
外
出

す
る
と
き
は
必

ら
ず
火
の
元
の

安
全
を
確
め
ま

し
よ
う
。

～
火
を
使
う

人
な
ら
出

来
る

火
の
始
末
～

山 林 火 災 防 ぎ ょ 訓 練

不用犬を買取ります
- 1頭100円-

不
用
犬
を
次
に

よ
り
買
い
と
り
ま

す
の
で
不
用
犬
が

い
ま
し
た
ら
買
取

り
日
に
役
場
国
保

衛
生
係
ま
で
連
れ

て
き
て
下
さ
い
。

不
用
犬
の
買
い

と
り
は
毎
月
い
た

し
ま
す
の
で
子
犬
な
ど
捨
て
な

い
で
連
れ
て
き
て
下
さ
い
。

記

○
本
月
の
買
取
り
日

4
月
9
、
1
9
、
2
6
日
の
そ
れ

ぞ
れ
午
前
中

○
買
取
り
価
格

1
頭
百
円(

大
、
小
と
い
ま
せ
ん
)
'

O
印
鑑
持
参
の
こ
と
。

寄
付
お
礼

社
会
福
祉
協
議
会
の

事
業
資
金
に
寄
付

香
典
返
し
お
礼

1
月
1
6
日
よ
り
3
月
1
5
日
ま

で
に
左
記
の
方
々
か
ら
香
典
返

を
頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
故
人
の
ご

冥
福
を
祈
り
ま
す
(

略
敬
称
)

三
輪
繁
(

黄
波
戸
)

、
宗
重

銀
治
(

一
円
)

、
熊
田
博
一
(

大
内
山
)

、
福
田
美
治
(

川
原

)
、
上
野
菊
治
(

黄
波
戸
)

、

中
村
政
治
(

黄
波
戸
)

、
永
尾

タ
ネ
子
(

長
行
)

、
上
手
キ
ミ

子
(

川
原
)

、
野
村
真
一
(

古

市
)

、
木
村
勝
利
(

大
内
山
)

、
山
本
正
人
(

茅
刈
)

、
中
野

彰
三
(

古
市
)

い
‘
久
保
十
三
一日

(
古
市
)

、
古
川
教
(

兼
行
)

、
松
岡
久
寿
(

北
山
)

計

巧
件
―
郤
万
円

＠
一
寄
付
（
略
敬
称
）

病
気
見
舞
返
し
と
し
て
道
坂

京
一
(
黄
波
戸
)
か
ら
2
万
円

頂
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
上

げ
ま
す
と
共
に
ご
全
快
を
お
祝

い
い
た
し
ま
す
。

以
上
本
年
度
寄
付
金
合
計

六
六
二
、八
九
〇
円
(
仞
件
)

○
善
意
銀
行
預
託

黄
波
戸
の
一
老
人
よ
り
引
続

き
毎
月
2
0
0
円
あ
て
預
託
さ
れ
感

謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
そ
の
他
郤

円
路
上
で
拾
わ
れ
社
協
へ
預
託

さ
れ
た
一
婦
人
が
あ
っ
た
こ
と

を
申
し
添
え
ま
す
。

ゴミ収集日の一部変更について

4
月
1
日
よ
り
、
祝
祭
日
は

・

休
業
し
ま
す

ゴ
ミ
の
収
集
業
務

は
、
昨
年
4
月
よ
り

村
直
営
で
実
施
し
皆

さ
ま
方
の
ご
協
力
に

り
順
調
に
運
営
し
て

お
り
ま
す
。
今
ま
で

は
祝
祭
日
も
収
集
業

務
を
し
て
お
り
ま
し

だ
が
、
今
年
4
月
よ

り
祝
祭
日
は
収
集
業

務
を
休
業
と
し
、
こ

の
時
は
次
の
よ
う
に

収
集
日
を
一
部
変
更

し
ま
す
の
で
お
間
違

い
の
な
い
よ
う
よ
ろ

し
く
ご
御
協
力
方
お
願

い
し
ま
す
。

＠
祝
祭
日
は
収
集
業
務
を
休
業

し
ま
す
。

（
1
）
収
集
日
は
原
則
的
に
は
従

来
通
り
で
す
が
祝
祭
日
と
収

集
日
が
合
致
し
に
と
き
は
当

該
ブ
ロ
ッ
ク
川
翌
日
を
収
集

日
と
し
そ
の
週
は
順
次
く
り

下
げ
て
収
集
致
し
ま
す
。

従
っ
て
、
こ
の
時
は
土
暝
目

も
収
集
を
致
し
ま
す
。

（
2
）
不
燃
物
収
集
の
あ
る
週
で

1
週
間
に
祝
祭
日
が
2
日
あ

る
場
合
は
当
該
週
は
不
燃
物

収
集
ほ
と
り
止
め
て
、
翌
迦

と
し
不
燃
物
収
集
の
週
を
順

次
く
り
下
げ
る
。

年
末
年
始
等
特
別
な
場
合
は

別
途
計
画
し
お
知
ら
せ
し
ま
す

【
ゴ
ミ
の
持
出
し
の
注
意
】

（
1
）
プ
ロ
パ
ン
ボ
ン
ベ
、
ガ
ソ
リ

ン
空
缶
等
引
火
爆
発
の
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
は
完
全
に
内

容
物
を
無
く
し
て
別
に
表
示

し
て
出
し
て
下
さ
い
。

②
ス
プ
レ
ー
缶
、
卓
上
用
プ
ロ

パ
ン
ボ
ン
ベ
缶
は
必
ず
釘
等

で
人
を
あ
け
て
お
く
こ
と
。

叨
空
伯
類
に
残

飯
、
厨
芥
残

さ
い
等
を
入

れ
ず
必
ず
袋

に
入
れ
て
出

し
て
下
さ
い

り
危
険
な
薬
品

ビ
ン
等
は
ゴ

ミ
と
し
て
出

さ
な
い
こ
と

自
分
で
処
理

出
来
な
い
場

合
は
別
々
に

処
理
場
へ
持

込
ん
で
下
さ

い
。

( 4 月、5 月の場合)
日4月
21

月

22 従
第1ブ
ロック

火

23

水

24

木

25

金

26

土

27
来 通 り

第2ブ
ロック

第1 第2
28 29 30 5月1 2 3） 4

休業 第1 第2 第1 休業 第2

⑤ ⑥ 7 8 9 10

休業 第1 第2
第1
不燃物

第1 第2

12 13 14 15 16 17
通り
第2

18
従 来1通 り 第2

不燃物
従来
第1第1 第2

電
力
や
燃
料
の
消
費
節
約
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
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